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既設 新設 合計

揚水井戸 19 6 25

注水井戸 0 4 4

観測井戸 20 0 20

揚水井戸 0 4 4

注水井戸 0 4 4

揚水井戸 3 11 14

観測井戸 7 3 10

揚水井戸等の設置箇所数
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基 本 的 な 考 え 方 

事業実施予定期間 

【平成25年度～34年度(10年間）】 

◎現行実施計画の成果を踏まえ、遮水壁内外で環境基準値を超えて検出されている１，４－

ジオキサンの対策を講じることにより、蒲の沢（南沢を含む。）や大館沢で滲出している地下

水の「VOC」について、平成３２年度までに環境基準値を下回るレベルにする。 

支 障 除 去 等 事 業 

汚水処理等の維持管理対策 

(1,4-ジオキサン浄化対策の強化) 

① 現在実施している揚水井戸による汚染地下水の汲

み上げ処理の継続 

② 蒲の沢等での滲出水の回収・処理の継続 

③ 促進酸化施設の増設 

④ 処理水の河川等への放流の検討 

現在、水処理施設で処理された水は能代市の公共

下水道に放流しているが、今後、能代市や地元住民

と協議を行いながら、河川への放流を検討する。 

汚 染 拡 散 防 止 対 策 

(汚染地下水の汲み上げ処理の強化) 

 

① 第1帯水層揚水井戸（10箇所）の増設 

② 第2帯水層揚水井戸（11箇所）の増設 

場 内 ・ 場 外 雨 水 対 策 

( 雨 水 排 除 対 策 等 の 強 化 ) 

 

① 処分場法面の雨水排除（遮水工等の整備） 

② 蒲の沢法面の雨水排除（雨水排水溝の整備） 

③ トレンチ・注水井戸（8 箇所）の設置 

環 境 モ ニ タ リ ン グ 事 業 

( 環 境 モ ニ タ リ ン グ の 継 続 ) 

 

① 周辺環境の水質・底質調査等の継続 

② 第 2 帯水層観測井戸（3 箇所）の増設 

処 分 場 調 査 （ 関 連 事 業 ） 
○ ボーリング調査 

○ 「産廃特措法」は平成34年度を期限とする時限立法

であることから､事業の実施予定期間は､平成25年度

から平成34年度までの10年間とする。 

事業費（処分場調査費を除く。） 

【約１６．３億円】 

【国の財政支援の概要】 

○ 国支援率として、事業費の１/３程度が見込まれてお

り、また、国支援率を除く県の負担分の75％について

起債対象となり、元利償還金の50％が地方交付税措

置される見込みである。 
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資 料 １ 
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